第２部会（生活環境）第５回部会概要
日　時　　平成１９年６月１１日（月）午後６時３０分～午後９時００分

場　所　　登別市役所　第３委員会室
出席者　　大山口光男、大平定子、猪股隆士、近藤功、古原久子、塩沼和雄
事務局　　宮崎企画グループ企画主幹、千葉企画主査

議　題　　１．外部評価について
　　　　
１．外部評価について

　　　市の企画グループより、外部評価について説明あり。（第５部会と合同）

２．主な意見等
（１）外部評価について
○　外部評価を部会で行うにしても、今の月１回くらいのスケジュールでは、本数をこなすのは難しい。
○　外部評価のルールを作ることが先決である。

○　ルールは運営委員会で作ることになると思うが、まず評価を何本かやってみなければ、運営委員会への意見が出せない。

○　助成金や補助金等、他の団体の活動に関係する事務事業の評価を行うことは、責任重大である。まずやってみなければわからない。

○　われわれは市を良くする為に集まっているのだから、外部評価を通じて勉強していくべき

○　市のチェック機能は議会が持っている。また最近は、陪審員制度の見直しもある。

われわれ素人が果たしてプロに成り代わることができるのか。

· 外部評価については、一般市民の視点で見て、直感的な意見を取りまとめるような形でよいのではないか。

（２）その他

　○　部会の出席者がいつも同じ顔ぶれである。皆さんに出席してもらうよう何か方策は無いか。

　　　　　　　

３．決定事項
（１）外部評価について

　　　　今回、市より提出のあった「平成１９年度外部評価対象事業一覧表（第２部会）」から、市民サービスグループより１本、環境対策グループより１本を、部会員がそれぞれ候補を抽出する。次回、実際に評価してみて問題点等を話し合い、ルールづくりに向けた意見を検討する。

（２）出席率の向上について

　　　　部会員皆さんに責任があることを分かってもらう必要がある。次回開催案内の文面に、そのような文言を書き加えることとする。

（３）次回開催日は７月１９日（木）１８時３０分～　第３委員会室

